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黄耆に よる薬疹の 一 例

近畿大 学 ・医学部 ・皮膚科学教室

○野 田剛弘，山 田秀和，弓立達夫，杉原和子，福井　憲 ， 手塚　正

【目的】正常人 ， ア ト ピー
性皮膚炎 （以下AD とする）患者に黄言の パ

ッ チ テ ス トを行 い
，

今回経験 した症例が，黄耆に よる薬疹かどうかを検討するため

【方法】黄耆を白色 ワ セ リ ン で 1 ，5 ，10，20％に希釈 した もの
， お よび 原末を 正常人 10

名，AD 患者 10名 に パ
ッ チ テ ス ト施行 。 48時間，72時間に ICDRG 基準で 判定 した 。

【結果】正常人 10名，AD 患者 10名 とも に パ
ッ チ テ ス トはす べ て 陰性で あ っ た 。

【考察】26歳 ， 女性 。
ア ト ピー性皮膚炎患者 に ッ ム ラ補中益気湯　投与。 翌 日 よ り顔 面の

発赤腫脹，手指の 腫脹が出現 したが，内服 中止後，症状 の 軽減を み た 。 約 1 ヵ 月後 ，
ッ ム

ラ 当帰飲子　を投与 。 翌 々 日 よ り四 肢の 浮腫 と皮疹 の 増悪，乏尿，好酸球増多 （60％） を

認 め た。そ の た め補中益気湯，当帰飲子お よび 2 剤 の 共通成分 で あ る甘草，当帰，黄書 の

パ
ッ チ テ ス トを施行 した と こ ろ，補巾益気湯 ， 当帰飲子， 黄蕎に ICDRG 基準で 48， 72時間

に 陽性を認め た 。 DLST の 結果は 陰性な る も， 症状の 経過 お よ び今回施行 した 正 常人，　 AD

患 者に対す る黄耆 の パ
ッ チ テ ス トの 結果を加味 し， 黄耆 に よ る薬疹 （紅皮症型）と考え た 。

黄薄は多数 の 方剤 に使用 され る もの の ，皮膚科的な副作用報告例 は調 べ 得た限り1例の み で

あ り， 本症例 は比較的稀な症例と考え報告 した 。

【考察】自然経過 と考え て い る症例 の 巾に は ， こ の よ うな例が存在す る 可能性 もあ り，今

後黄蓍を始め，漢方製剤 の 使用 に は注意を要する もの と思われ た 。
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